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図-6.9.127 波高分布（波浪条件：異常波浪,広域,施設等の存在時） 

 

 

図-6.9.128 波高分布（波浪条件：異常波浪,対象事業実施区域周辺,施設等の存在時） 
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図-6.9.129 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：高波浪時,広域） 

 

 
図-6.9.130 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：高波浪時,対象事業実

施区域周辺） 
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図-6.9.131 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：年最大波浪,広域） 

 

 
図-6.9.132 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：年最大波浪,対象事業

実施区域周辺） 
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図-6.9.133 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：異常波浪,広域） 

 

 
図-6.9.134 現況と施設等の存在時の波高の差分図（波浪条件：異常波浪,対象事業実

施区域周辺） 
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  (d) 海底地形の変化 

現況と施設等の存在時の台風期前後の海底地形変化の予測結果を図-6.9.135～

図-6.9.136に示します。施設等の存在時は北接続施設及び北防波堤より南側で波

高が減少します。そのため、北接続施設及び北防波堤より南側では、海底地形の

変化はほとんど生じないと考えられます。 

施設等の存在時による影響を現況の海底地形変化との差異から評価すると、図

-6.9.137に示すとおりです。施設等の存在時において比較的顕著な差異がみられ

るのは、港湾施設近傍です。最大で30cm程度の変化がみられますが、ほとんどの

変化は現況の海底地形変化の侵食域の減少または堆積域の減少です。 

 

注)以下の予測結果は、台風期前後の一時的な海底地形変化を示しています。図-6.9.79に示したよ

うに、静穏時には回復するので、以降に示す地形変化が積み重なって長期的に大きな変化が生じ

ることはないと考えられます。 

 

 

図-6.9.135 台風期前後の海底地形変化予測結果（現況） 
 

堆積 
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図-6.9.136 台風期前後の海底地形変化予測結果（施設等の存在時） 

 

 

※ほとんどの変化は侵食の減少または堆積の減少である。 

図-6.9.137 施設等の存在による海底地形変化の影響 
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6.9.3 評価 

6.9.3.1 飛行場及びその施設の存在 

 (1) 環境影響の回避・低減に係る評価 

  1) 環境影響の回避・低減の検討 

恒流(平均流)の変化は対象事業実施区域周辺に限られており、大きな流れの変化

はみられませんでした。 

波浪については、通常時と高波浪時の変化について検討しましたが、波高変化は

港湾施設の近傍に限られており、波浪は大きく変化しないものと考えられます。 

海底地形については、台風期の一時的（季節的）な変化について検討しましたが、

海底地形の変化は港湾施設の近傍に限られており、海底地形は大きく変化しないも

のと考えられます。 

以上から、事業者の実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価しました。 

 

 (2) 国又は地方公共団体による環境保全の基準又は目標との整合性に係る評価 

  1) 環境保全の基準又は目標 

流況に係る具体的な基準又は目標はありませんが、鹿児島県環境基本計画におけ

る施策の展開として、「自然と共生する地域社会づくり」の中で、「砂浜・干潟、

藻場などの自然海岸は、可能な限り適正に保全するとともに、当該地域の環境浄化

能力や多様な生物の生息・生育環境の確保に努めます。」と記載されており、これ

を環境保全の基準又は目標とします。 

 

  2) 環境保全の基準又は目標との整合性 

恒流(平均流)の変化は対象事業実施区域周辺に限られており、大きな流れの変化

はみられませんでした。 

波浪については、通常時と高波浪時の変化について検討しましたが、波高変化は

港湾施設の近傍に限られており、波浪は大きく変化しないものと考えられます。 

海底地形については、台風期の一時的（季節的）な変化について検討しましたが、

海底地形の変化は港湾施設の近傍に限られており、海底地形は大きく変化しないも

のと考えられます。 

流況の変化による自然海岸への影響はほとんどなく、流況に及ぼす影響は低減さ

れていると考えられることから、環境保全の基準又は目標との整合性は図られるも

のと評価しました。 

 


